
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宮城カズトシ広報（うるま市内）   
） 

） 

<発行責任者> 

宮城 一寿 
電話：090- 
9578-3381 

 

３
．
監
視
船
配
置
に
つ
い
て 

質
問
趣
旨: 

伊
計
漁
港
前
も
ず
く 

養
殖
場
に
土
砂
・
砕
石
が
漁
船 

航
路
に
流
れ
込
み
、
伊
計
と
宮
城 

島
の
間
の
航
路
は
漁
民
が
安
心
・

安
全
に
漁
業
が
で
き
る
監
視
船
配 

置
が
必
要
で
あ
る
。 

 

答
弁
：
砕
石
事
業
者
と
漁
業
と 

の
間
で
、
協
議
対
応
す
る
も
の 

＊
行
政
の
支
援
が
無
く
、
引
き
続
き 

 

議
会
の
一
般
質
問
で
支
援
を
強
く 

要
請
し
て
行
き
ま
す
。 

  

４
．
区
民
の
声 

（
１
）
図
書
館
開
館
日
に
つ
い
て 

質
問
趣
旨
：
児
童
生
徒
の
要
請
を 

を
受
け
、
祭
日
に
当
た
る
従
来
の 

月
曜
日
閉
館
日
の
開
会
日
を
変
更 

は
で
き
な
い
か
？
（
月
曜
日
祭
日

が
今
年
は
７
回
あ
る
） 

答
弁
：
施
設
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や 

課
題
等
も
整
理
し
、
検
討
す
る 

         

会
派
「
う
る
ま
市
民
ク
ラ
ブ
」 

６
月
議
会
で
会
派
は
場
外
券
売
場 

断
固
反
対
発
議
し
可
決
す
る
。 

会
派
議
員
：
伊
波 

洋
・
伊
礼 

正
・ 

上
西
真
理
・
宮
城
一
寿
（
４
名
） 

趣
旨
：
過
去
に
お
い
て
う
る
ま
市 

内
で
幾
度
と
な
く
、
公
益
ギ
ャ
ン 

ブ
ル
場
外
券
売
場
設
置
の
動
き
が 

有
り
、
市
民
を
二
分
。 

本
市
が
目
指
す
、
安
心
し
て
暮
ら 

せ
る
ま
ち
作
り
・
青
少
年
育
成
の 

観
点
か
ら
反
対
の
発
議
を
行
う
。  

会
派
は
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る 

為
に
「
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
目
線 

で
活
動
を
行
い
ま
す
。 

 

 

 

  

 

う
る
ま
市
市
議
会
議
員 

宮
城
カ
ズ
ト
シ
広
報 

宮
城
カ
ズ
ト
シ
広
報 

宮
城 

 

宮
城
カ
ズ
ト
シ
広
報 

５３号 

９
月
・
定
例
議
会 

９
月
５
日
か
ら
１
０
月
２
日
ま
で 

第
１
８
４
回
定
例
議
会
を
開
催 

一
般
質
問
（
集
約
） 

 

１
．
ま
ん
ま
う
る
ま
ク
ー
ポ
ン
券 

 
   

使
用
に
つ
い
て 

質
問
趣
旨
：
ま
ん
ま
う
る
ま
ク
ー 

ポ
ン
事
業
で
４
，
２
億
円
計
上
・
世

帯
当
た
り
６
千
円
ク
ー
ポ
ン
券
使
用

は
島
し
ょ
地
域
の
商
店
利
用
は
？ 

＊
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
島
し
ょ
地
域
に

差
が
有
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

答
弁
：
個
人
商
店
及
び
フ
ェ
リ
ー 

運
賃
使
用
も
併
せ
て
利
用
で
き
る 

よ
う
に
調
整
す
る
。（
使
用
実
現
） 

 
２
．
上
江
洲
・
仲
嶺
地
区
の 

 
 

産
業
整
備
事
業
に
つ
い
て 

質
問
趣
旨
：
住
民
説
明
会
か
ら
早 

や
、
５
年
に
な
る
が
？
道
路
整
備 

及
び
潰
れ
地
補
償
の
現
状
は
？ 

答
弁
：
土
地
計
画
整
備
事
業
認
可 

が
令
和
８
年
度
末
で
、
完
了
は 

１
０
年
後
の
令
和
２
７
年
で
す
。 

＊
都
市
計
画
の
物
件
補
償
は
令
和 

８
年
度
か
ら
の
予
定
で
、
令
和 

１
０
年
ま
で
に
補
償
を
進
め
る 

               

 
宮城カズトシ活動が 

ご覧になれます。 

 

 

 

選当選

 

＊
市
民
の
物
価
高
対
策
支
援
は
！ 

ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
廃
止
と
消
費
税
廃
止
。 

暫
定
税
率
廃
止
で
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
値
下
げ
と 

消
費
税
廃
止
で
、
国
民
一
人
当
た
り
年
間
約
３
０ 

万
円
の
実
収
入
に
値
す
る
と
言
わ
れ
る
。 

暫
定
税
率
は
１
９
７
４
年
に
ガ
ソ
リ
ン
１
リ
ッ
ト 

ル
当
た
り
２
５
．
１
円
を
一
時
的
な
措
置
と
し
て 

道
路
整
備
財
源
に
充
て
た
。 

 

し
か
し
、
２
０
０
９
年
に
は
使
い
道
を
限
定
し

な い
「一
般
財
源
」と
な
っ
た
。 

 

２
１
年
経
過
し
、
一
時
的
な
暫
定
税
率
廃
止 

が
な
さ
れ
て
無
い
の
が
政
府
の
怠
慢
で
、
国
民
に

大
き
な
負
担
と
な
り
、
市
民
生
活
の
物
価
高
に
も 

大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。 

与
野
党
で
１
２
月
ガ
ソ
リ
ン
税
暫
定
税
率
廃
止 

に
期
待
し
、
地
方
か
ら
消
費
税
減
税
に
取
組
む
。 

  

２０２５年（令和７年） １１月１０日

日 

 

 
） 

） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

地 

域 

活 

動  

１
．
具
志
川
寺
小
屋
教
室
応
援 

 
知
念
夫
妻
・
宮
城
和
之
さ
ん
に
よ
る 

寺
小
屋
教
室
が
１
３
年
に
な
り
、
卒

業
生
が
８
月
２
２
日
ま
で
の
４
週
間 

子
供
た
ち
の
勉
強
サ
ポ
ー
ト
を
行
う 

 
 

 
 

    

２
．
子
ど
も
議
会
応
援 

７
月
２
９
日
（
火
）
議
員
と
の
交 

流
及
び
議
会
活
動
を
学
び
、
８
月 

２
８
日
に
意
見
を
述
べ
る
。 

 
 

*
こ
ど
も
意
見
発
表
会 

 

①
う
る
ま
市
道
路
整
備
に
つ
い
て 

 

②
市
内
で
子
供
達
が
遊
べ
る
と
こ 

ろ
を
増
や
す
。 

 

＊
意
見
を
受
止
め
議
会
活
動
で
対
応 

石川南地区（伊波公民館） 

 

前原・豊原・塩屋・川田・高江洲・宮里・江洲区 

３
．
人
・
農
地
プ
ラ
ン
か
ら
地
域 

計
画
意
見
交
換
会
（
令
和
７
年
度
） 

 

農
業
を
担
う
者
が
１
０
年
後
を
見
据 

え
た
・
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明 

確
に
各
地
域
で
農
地
集
約
意
見
交
換 

会
が
、
照
間
・
与
勝
・
南
風
原
・
津

堅
・
具
志
川
北
・
浜
比
嘉
島
・
宇
堅 

港
原
・
石
川
南
北
・
下
原
・
伊
計
・ 

兼
箇
段
・
宮
城
島
１
３
ヵ
所
で
開
催 

（
１
）
内
容 

 

①
耕
作
放
棄
地
の
再
利
用 

 

②
農
振
地
域
内
で
の
耕
作
放
棄 

地
の
再
生
利
用
補
助
金
支
援 

 
  

③
水
源
確
保
支
援
・
生
産
向
上 

  

       

     

     

 
 

       

議員とのジェスチャー交流 

 

 

 

 

 

外
国
か
ら
の
電
話
＋
８
８
は
詐
欺 

詐
欺
電
話
・絶
対
出
な
い
！ 

７月２８日夏休み寺小屋教室開講式 

 

約１００名の子供たちが参加 

 

地図による農振地区耕作放棄地希望者記入 

 

宇堅港原 浜比嘉島 

４
．
ペ
ル
ー
共
和
国
独
立
記
念
祝
賀
会 

８
月
３
日
７
８
回
を
迎
え
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
沖
縄 

体
育
館
で
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

初
代
金
秀
グ
ル
ー
プ
の
呉
屋
会
長
の
跡
を 

引
継
ぎ
２
代
目
呉
屋
守
將
那
覇
ペ
ル
ー
共 

和
国
名
誉
領
事
か
ら
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た 

活
動
と
し
て
、
ペ
ル
ー
国
へ
の
学
費
支
援 

・
留
学
生
受
入
れ
（
う
る
ま
市
で
１
名
） 

＊
民
族
舞
踊
・
ペ
ル
ー
音
楽
を
披
露 

 

 

 

警
察
官
を
語
る
話
は
要
注

意
！ 

 

８月２８日での意見発表 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島
し
ょ
地
域
活
動 

１
．
津
堅
島
区
民
大
清
掃
応
援 

 

７
月
２
２
日
～
２
３
日
の
２
日
間
は 

島
内
外
の
関
係
者
が
集
ま
り
、
大
清 

掃
を
実
施
（
港
湾
内
・
集
落
区
内
） 

参
加
は
２
日
間
で
約
１
５
０
名
。 

 
 

 
 

           
 

 

２
．
宮
城
島
応
援 

（
１
）
監
視
船
配
置
支
援 

 

池
味
区
砕
石
工
事
で
、
漁
場
へ
落
石 

等
が
発
生
し
、
漁
業
者
が
安
全
・
安
心 

に
操
業
が
で
き
る
監
視
船
等
の
配
置
と 

濁
流
水
・
赤
土
流
出
防
止
に
向
け
て
の 

話
し
合
い
を
砕

b

石
事
業
者
へ
求
め

る
。 

 
 

（
２
）
対
応 

①
砕
石
工
事
に
伴
う
漁
業
者
の
安
全 

操
業
要
請
（
監
視
船
配
置
） 

 

②
漁
場
へ
の
赤
土
流
出
等
対
策
要
請 

 

③
事
業
者
へ
現
状
報
告
を
求
め
る 

 

④
行
政
へ
の
安
全
操
業
支
援
要
請 

 
 

     

  

   

      
 

 

（
２
）
池
味
区
製
糖
工
場
跡
地
整
備 

大
雨
に
よ
り
池
味
区
慰
霊
塔
と
な
り 

製
糖
工
場
跡
地
が
危
険
で
整
備
を
要
請  

 
 

  

（
３
）
上
原
区
生
活
道
路
整
備 

 

上
原
区
道
路
破
壊
の
整
備
を
要
請
。 

 

 

江
洲
区
・
冠
水
対
策
工
事
実
施 

 

今
年
１
月
２
４
日
大
雨
で
江
洲
じ
ゅ
う
じ 

ゅ
う
亭
周
辺
が
冠
水
被
害
を
受
け
、
議
会 

で
対
応
を
求
め
、
改
修
工
事
が
進
む
。 

 
 

 
  

漁業者との懇談会 

 

 

江洲区冠水対策工事 

 

 

島民上げてのビティ島（美しい島）活動 

 

 

令和５年７月 

 

令和 7年７月 24日 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 

員 

活 

動 

１
．
県
外
視
察
研
修 

（
１
）
会
派
「
う
る
ま
市
民
ク
ラ
ブ
」 

は
７
月
８
日
か
ら
１
１
日
に
架
け
て
、

①
香
川
県
善
通
寺
市
役
所 

・
庁
舎
複
合
施
設
の
図
書
館
整
備
事
業 

 

 
 

    

②
大
阪
府
岸
和
田
市
役
所 

・
自
治
会
加
入
促
進
支
援 

・
防
犯
灯
及
び
市
街
灯
設
置
活
動  

 

③
大
阪
広
域
環
境
施
設
組
合 

・
舞
洲
工
場
建
設
等
に
つ
い
て 

 

 

今
回
の
視
察
で
公
共
施
設
に
関
す 

る
調
査
研
究
す
る
上
で
、
本
市
の

ま
ち
づ
く
支
援
に
活
か
す
。 

。
す
。 

                  

２
． 

中
部
北
環
境
施
設
組
合 

７
月
２
５
日
・
第
８
８
回
の
臨
時
施
設 

組
合
議
会
が
開
催
。 

議
案 

①
車
両
事
故
専
決
処
分
報
告
構
内
で
発
生 

 

フ
ォ
ク
リ
フ
ト
に
よ
る
後
方
不
注
意 

  

・
相
手
車
は
停
車
中
・
け
が
人
な
し 

②
職
員
給
与
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正 

③
施
設
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
第
１
号 

 

歳
入
歳
出
予
算
額
１
５
億
８
千
万
円 

④
監
査
委
員
選
任
・
任
期
満
了
に
よ
り 

 

宮
平 

進
氏
（
恩
納
村
よ
り
） 

 

３
． 

飯
塚
市
「
少
年
の
船
」
交
流
応
援 

第
４
３
回
少
年
の
船
交
流
会
が
旧
石
川 

市
が
中
心
に
８
月
２
日
石
川
地
区
公
民
館 

で
少
年
部
と
２
部
は
シ
ニ
ア
交
流
を
開
催 

三
線
演
奏
・
エ
イ
サ
ー
演
舞
を
披
露
し 

交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

 
 

  

４
．
教
職
委
員
と
市
町
村
議
員 

 

学
習
会
・
情
報
交
換
会 

８
月
１
２
日
北
谷
町
商
工
会
ホ
ー
ル 

で
県
教
職
員
組
合
・
中
頭
支
部
職
員 

と
教
育
問
題
に
関
し
学
習
会
行
う
。 

 

内
容
（
学
校
現
場
の
声
） 

①
教
員
不
足
に
よ
る
学
級
人
数
増 

②
部
活
動
負
担
増 

③
授
業
外
業
務
増
（
雑
務
・
事
務
） 

④
市
町
村
議
員
へ
の
要
請
等 

⑤
そ
の
他
（
駐
車
料
徴
収
） 

 

   

舞洲工場 

 

 

１１０名参加 

 

 

庁舎内複合施設・図書館 

 

職員研修会 

 

 

岸和田市役所 

 

 

 

体育館活用・子どもライブラリー施設 


